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中国に伝存する日本関係文書・典籍　











は じ め に
国際 日本文化研究センターが中心 となって中国に伝存する日本関係典籍や文化財に関する
調査を始めるきっかけとなったのは、中国武漢にある湖北省博物館 に京都高山寺の文書類が





















集図書に限ることなく、現在の中国そ して台湾の各地域 にはいったいどれ くらいの数量の 日










て、ヨーロッパの図書館 ・文書館が毎年会合をもって情報交換 を重ねているEAJRSの 活
動によって、その全貌が次第に明らかにされつつある。
これに対 して中国方面に移動、流出した ものについて見るならば、古 くは阿部隆一氏の
『中国訪書志』(汲 古書院、1976)と いった労作があ り、近年では中国浙江大学王宝平教授 を
中心 とし中国全土の図書館 ・襠案館の協力のもとに進められた漢籍和刻本および日本人の手
になる漢文著作に関する所在調査がある。




このような事情に鑑みて国際 日本文化研究センターでは、これ ら中国(台 湾を含む)に 伝
存する日本関係典籍 ・文書および文化財の包括的な調査 ・研究を目的として、科学研究費
(題名 「明治期に中国へ流出した日本寺院旧蔵文書に関する総合的研究」)の 交付をうけたう







共有 しえたことは大きな成果であった。そ してこれ ら討議は、多 くの情報を各参加者 にもた
らして くれたという意味で有意義であったことは勿論であるが、それとともに討議の中で言
葉、用語に大 きなへだた りの有ることが分かったこともまた大 きな成果であった。
すなわち、日本人と中国人では同じ言葉を使いなが ら概念内容が違 うという問題である。こ














でに作成された ものを対象 とした。わか りやすい事例で言うならば、書名としては 『源氏物
語』、『伊勢物語』、そして芭蕉の 『奥の細道』 といったようなものであり、それらの江戸時代
末までに書写、出版された図書である。





品としてみなすべ きか、この和書の範疇で扱 うべ きかといった問題もある。
2.文 書 ・記録
和書 と外見的には似ているけれども、概念上において区別 しなければならないのが文書 ・
記録 というカテゴリーである。先の和書が、物語であれ、論考的な書物であれ、それらはい
ずれも著者の作品としてのメッセージを一般読者に向けて表現することを目的としている。
それに対 してここに言う文書 ・記録 というのは、 日常の実用的な必要か ら、何が しかの意
思伝達や情報の蓄積を目的 として作成されるものである。手紙 と日記がその代表的な事例 と
なるであろう。さらに法令や行政文書 もこの範疇に含 まれる。




るが、結果的に現在の中国 ・台湾に伝存 しているこれら文書 ・記録の数量は相当な量に達す
るのである。
さて、文書 ・記録の範疇のグレーゾー ンとして現れて くるのは、地図、絵図、建物の設計
図の類である。また近代の膨大な写真や音響資料 もそこに登場 してくるであろう。
3.漢 籍









ら純漢籍と称すべ きではあるが、その伝来の経緯に日本人や 日本関係機関が関与 しているの
で、今回のような調査の対象に含 まれることとなる。具体的にはそれ ら漢籍 に押捺 されてい
る蔵書印が、調査に際して重要な役割を果たすこととなるであろう。
第二のケースは日本人が漢文で書いた書籍、すなわち日本漢籍が中国に渡って、そのまま
今 日に伝存 しているものである。例えば日本の歴史を叙述するための参考資料 として、鎌倉
時代の歴史書である 『吾妻鑑』や頼山陽の 『日本外史』などが中国側の誂えで移出されてい

















結果を纏められた 『中国館蔵和刻本漢i籍書 目』(杭 州大学出版社1995)で は、ここに述べた











教関係資料 ・図書にして、さまざまな事情によって日本から流出 して、今 日中国に伝存 して
いるようなものである。
今回の調査の発端をなしたの も、 日本の高山寺から流出した仏教関係資料をめ ぐってのこ
とであったが、その性格からして仏教関係の一連の資料 ・図書は、和書や漢籍 とは異なる独
立の調査対象として取 り扱われるべ きであろう。
さて、この分野の中心をなすのは言 うまで もな く法華経、華厳経 といった仏教経典お よび




実際、今日中国各地の資料保存機関に赴 くならば、 日本か ら渡来 したと思われる仏典類が、
敦煌を始めとす る中国各地から蒐集されたそれと混在する形で保存 されてお り、それぞれの
仏典類の伝来経緯を調査する観点か らは、はなはだ複雑 な状態に置かれていることに当惑の
念を禁 じ得ないというのが率直な印象である。
そして、これら複雑な状態にある仏典類 を、その作成と伝来の経緯に即 して秩序正 しく分
節化して把握 してい くためにも、それ らに関わる用語 とその概念内容 とを厳密 に区別 し、慎
重に適用していくという態度を持することが肝要であるかと思う。
二、中国に伝存の経緯
以上 に挙示 したような日本関係典籍が、 どのようにして中国に渡 り、 どのような形で今 日
に伝存 しているか という経緯が、次の分析の課題となる。
1.前 近代の時代における日本からの輸出
前節 に挙示 しような日本関係文書 ・典籍が中国に伝存することになった契機の一つは、江
戸時代末までの前近代の時代における、長崎貿易 などをとお した 日本か ら中国へのそれ らの
輸出である。
これはもっぱら中国側の誂えに拠るもので、その需要の一つは正史編纂に際 して日本伝を
執筆する必要か ら、日本の地理、歴史、風俗に関する研究資料 として 『吾妻鏡』『延喜式』
『類従国史』『続 日本紀』 といった書物 を購入するようなケースである。これらの書物が中国
に渡っていたことは、正史などの中国側史書の編纂上の参考書目に、それらの題名が記され
ていることか ら推知される。しか しながら、それらの今日への伝存は必ずしも明確ではない。
需要の第二は、散逸典籍にして日本に伝存 したものを回復 しようとする動機に基づ くもの
















字 どおり典籍をめ ぐる日中友好交流を一八世紀半ばの東アジア世界において繰 り広 げていた
のである。なお 『唐律疏議』の出版は、この励廷儀の序文を付 したうえで、 日本において文
化年間に幕府の手によって行われている。


































































以上、中国に伝存する日本関係の文書 と典籍を主題 としてそのもろ もろのカテゴリーに関
する概念上の整理と、それらの伝存の経緯をめぐる幾つかのパターンについて述べた。




せという形で、調査 ・研究の対象の範囲が 自ずから定められてい くこととなるであろう。
ここでこれらを取 り上げて論 じたのは、これ ら諸々のカテゴリーを弁別 し、それら諸々の
カテゴリーの名称を確定してお くことは、これ らの分野の調査 ・研究に従事する人々の間に
おいて生 じかねない認識上の食い違いを回避するとともに、万一、齟齬が生 じた時に、その
混乱の原因が奈辺にあるかを分析するための基準を明確にすることに貢献 しうるであろうと
考えたが故に他 ならない。
288
